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は
ば
た
け 

21
世
紀

い
き
い
き
男
女
共
同
参
画

06.06

未来通信

平
和
な
社
会
を
男
女
共
同
参
画
で

△下諏訪町の樽川通子さん

「
い
い
や
ま
男
女
共
同
参
画
市
民
会
議
」
公
開
講
演
会
か
ら　

　

平
成
18
年

度
市
民
会
議

総
会
が
５
月
27

日
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
に

先
立
ち
「
男
女

共
同
参
画
が
社

会
を
元
気
に
す

る
」
と
題
し
て
長
野
県
監
査
委
員
の
樽
川

通
子
（
た
る
か
わ 

み
ち
こ
）
さ
ん
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

も
っ
と
女
性
の
参
画
を

　

樽
川
さ
ん
は
女
性
議
員
を
ふ
や
す
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
し
な
の
」
を
立
ち
上
げ
活
動

を
さ
れ
当
初
予
定
の
10
年
間
を
区
切
り
と

今
月
、
解
散
式
を
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、

県
内
の
女
性
市
町
村
議
員
は
、
82
人
し
か

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
は
１
８
６
人
と

な
り
飛
躍
的
成
果
を
あ
げ
、
女
性
議
員
の

参
画
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

戦
争
反
対
へ
の
思
い

　

女
性
議
員
へ
の
こ
だ
わ
り
は
『
戦
争
を

絶
対
許
さ
な
い
』
と
い
う
こ
と
が
根
底
に

あ
る
。
物
事
の
方
向
が
決
ま
っ
た
時
に
は

流
れ
は
変
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
道
へ
行
く
前

に
く
い
止
め
る
。
戦
争
だ
け
は
絶
対
や
っ
て

は
い
け
な
い
。
そ
の
声
を
上
げ
ら
れ
る
の
が

女
性
と
思
う
。今
は
平
和
な
社
会
で
あ
る
が
、

我
々
は
後
の
時
代
の
道
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

自
分
の
つ
ら
い
時
代
の
こ
と
を
、
次
の
時
代

に
味
あ
わ
せ
な
い
よ
う
に･･･

。
と
平
和
へ
の

強
い
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

学
習
か
ら
実
践　
そ
し
て
次
世
代
へ

　
さ
ら
に
自
由
に
文
章
を
書
き
発
言
で
き
る

こ
と
は
良
い
時
代
だ
。
誰
も
が
自
由
に
物
が

言
え
る
『
平
和
』
だ
け
は
必
ず
守
る
こ
と
が
、

大
切
だ
。

　

ま
た
、
女
性

は
勉
強
は
す
る

が
行
動
が
結
び

つ
か
な
い
こ
と

が
多
い
。
学
ん

だ
事
を
ぜ
ひ
実

践
に
結
び
つ
け

て
欲
し
い
。
先

頭
に
立
つ
人
は

「
い
い
こ
と
、
楽

し
い
こ
と
を
話

す
」
辛
い
こ
と
を
言
う
と
次
に

続
く
人
は
い
な
い
。
ま
た
、
前

に
出
よ
う
と
す
る
女
性
に
対
し

て
は
育
て
る
気
持
ち
が
大
切
だ
。

さ
ら
に
次
の
世
代
へ
繋
い
で
い

く
こ
と
が
必
要
と
思
う
。

条
例
に
つ
い
て

　

男
女
共
同
参
画
条
例
は
あ
っ

た
方
が
良
い
。
下
諏
訪
町
で
は

平
成
15
年
に
出
来
た
。
指
針
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
み
ん
な
の

声
を
聞
き
、
よ
り
よ
い
も
の
を

制
定
す
る
こ
と
。
推
進
に
は
条

例
が
必
要
で
は
な
い
か
。
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
▼
自
分
の
思

い
と
同
じ
で
と
て
も
元
気
が
で

た
▼
男
女
共
同
参
画
を
男
性
が

家
の
こ
と
を
す
る
事
な
ど
狭
く

考
え
て
い
た
▼
改
め
て
平
和
の

大
切
さ
を
感
じ
た
▼
愚
痴
っ
て

い
る
自
分
を
反
省
し
た
等
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
い
い
や
ま
男
女
共
同
参
画
市

民
会
議
」
の
動
き

　

総
会
で
は
17
年
度
事
業
と
決

算
報
告
、
ま
た
18
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
案
が
提
案
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
事
業
計
画
は
、
①
定
例
会

（
月
１
回
）
や
地
域
等
で
の
啓

発
学
習
会
の
開
催　

②
部
会
の

活
動
で
は
、
意
識
調
査
や
実
態

調
査
、
啓
発
講
演
会
の
開
催
と

期　　　日 講 座 の 内 容

第１回  7 月19日（水）
 午後 7：00 ～ 9：00

 開講式　オリエンテーション
 （ビデオ鑑賞）グループワーク

第２回  8 月26日（土）
 午後 1：30 ～ 3：30

 講義「いかそう　育てよう　みんなの力」
 講師　ＹＵ企画代表　花岡幸子さん　

第３回  9 月中旬　  飯山市議会 9 月定例会一般質問　傍聴　議場

第４回  9 月29日（金）
 午後 7：00 ～ 9：00

 【公開講座】　地域で語ろう！

 ワークショップ 会場 外様地区活性化センター
 講義「ワイワイ一緒に村づくり」　
 講師　フリージャーナリスト　内山二郎さん

第５回  10 月28日（土）
 午後 1：30 ～ 3：30

 講義「自己表現力とコミュニケーション」
 講師　松本市収入役・長野県ＮＰＯセンター理事
　　　　市 川 博 美 さん

第６回  11月7日（火）
 午後 7：00 ～ 9：00

 講義「少子化とこれからの地域社会」
 講師　長野県短期大学講師　築山秀夫さん
 講座のまとめ　閉講式

第5回「あなたと私の共同参画講座」　受講生 募 集！

★対象者　市内在住または勤務されている方 ★定員 40 人　※会場　女性センター未来ほか
★参加費 500 円（飲み物代）　託児あります ★照会・申込先 人権政策課・女性センター未来へ

「わ
か
ら
な
い
か
ら
信
じ
あ
う

　

知
ら
な
い
か
ら
支
え
あ
う
」

を
テ
ー
マ
に
下
関
市
で
次
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す

期
日 

10
月
６
日

（金
）

               

～
７
日

（土
）

会
場 

山
口
県　

下
関
市

内
容 

講
演 

白
石
真
澄
さ
ん

（
東
洋
大
学
経
済
学
部
教
授
）

｢

男
女
共
同
参
画
の
潮
流｣

基
調
プ
ロ
グ
ラ
ム　

山
本
美
香

さ
ん　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

「わ
か

ら
な
い
か
ら
信
じ
あ
う
。
知
ら

な
い
か
ら
支
え
あ
う
」

２
日
目
は
分
科
会

【記
念
講
演
】
市
原
悦
子
さ
ん

俳
優

「
私
が
信
じ
た
道 

私
の

歩
む
道
」

市
で
は
次
の
要
領
で
参
加
さ
れ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

〔参
加
費
用
〕

大
会
参
加
費　

８
０
０
０
円

交
通
費
・
宿
泊
費

（実
費
）

募
集
締
切　

６
月
30
日

△一般参加も多かった公開講座

みんなで考えよう　自分づくり　地域づくり

公
開　

③
い
い
や
ま
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
21
の
学
習
と
推
進

　

④
行
政
等
が
開
催
す
る
各

種
行
事
へ
の
参
加
・
参
画
等
で

す
。
役
員
は
任
期
２
年
目
の
継

続
で
、
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

←

　
「
日
本
女
性
会
議
」

　
　
　
　
参
加
者
募
集

プロフィール　
　1961 年に日本リサーチセ
ンター調査研究部入社。15
年間の勤務後退社。女の生き
方、家族や夫婦のありよう、
働く女性の問題、高齢期の生
き方や介護の問題、子育ての
社会連帯など、現代社会にお
けるさまざまなテーマを幅広

「人生のターニングポイントを

　　　　　　　どう生きるか」
みんなで考えよう 自分づくり 地域づくり

６月24日（土） 日時
午後１時 30 分から

講師　  沖藤典子 さん

会場　女性センター未来

入場無料　託児あります（事前にご予約ください）

「アミカ」による活動発表
「ひよこの会」による活動発表

☆お待ちしてます！

く研究し発言しているノンフィクション作家｡ 北海道
生まれ。著書 ｢女が職場を去る日｣ でベストセラー。
他に ｢シニアいきいき納得ライフ｣「女 50 歳人生後
半がおもしろい」等。

　

働
く
女
性
が
性
別
に
よ
り
差

別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
能

力
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
雇
用

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
わ

が
国
が
将
来
に
わ
た
っ
て
経
済

社
会
の
活
力
を
発
揮
し
て
い
く

上
で
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
の
公
布
日
（
昭

和
60
年
６
月
１
日
）
を
記
念
し

て
６
月
を
「
男
女
雇
用
機
会
均

等
月
間
」
と
定
め
、
職
場
に
お

け
る
男
女
平
等
に
つ
い
て
労
使

を
始
め
、
社
会
一
般
の
認
識
と

理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

実
質
的
な
男
女
均
等
取
扱
い

を
す
る
た
め
に
は
、
性
別
に
よ

る
こ
と
な
く
雇
用
管
理
を
行
う

こ
と
は
も
と
よ
り
、
女
性
労
働

者
が
十
分
に
そ
の
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
積
極

的
な
取
組
み
が
不
可
欠
で
、
都

道
府
県
労
働
局
に
お
い
て
、
企

業
に
対
す
る
指
導
が
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で

は
、
募
集
・
採
用
、
配
置
・
昇
進
、

教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
、
定
年
・

退
職
・
解
雇
に
お
い
て
男
女
に

差
を
つ
け
る
こ
と
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。
女
性
と
男
性
が
と
も

に
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
向
け

て
い
っ
そ
う
の
努
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　　

職
場
で
の
女
性
に
対
す
る
差

別
的
扱
い
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
の
相
談
・
問
合
せ

は　
長
野
労
働
局
雇
用
均
等
室

℡
０
２
６
（
２
２
７
）
０
１
２
５

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

６
月
は
男
女
雇
用
均
等
月
間
で
す

第８回女性センター未来文化講演会

ノンフィクション作家


